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SDGs 達成に向けた取組み

中小企業におけるサステナビリティ経営の実践支援

代表者 / 支社長　前田 知久
業　種 / 生命保険業
所在地 / 愛媛県松山市三番町 4 丁目 12-4
連絡先 / 089-921-7391

大同生命保険株式会社　松山支社

目的・背景  
これまで中小企業とともに歩みを進めてきた当社が、自ら社会
的な責任を果たしつつ、中小企業とともに社会課題の解決に取
り組んでいくことを明確化するため、令和 5 年 3 月に「サステ
ナビリティ推進計画」を策定しました。
本計画のもと、中小企業が抱える幅広い社会的課題の解決を通
じて「中小企業で働く方とそのご家族のウェルビーイング」を
実現するとともに、中小企業の永続的発展を通じた「サステナ
ブルな社会」の実現に貢献していきます。

具体的な取組内容  
以下の取組みを通じて中小企業におけるサステナビリティ経営
を推進し、中小企業が抱える幅広い社会課題の解決を目指して
います。
・ 中小企業経営者の幅広いリスクに対応するため、死亡保障だ

けではなく就業不能時の保障も合わせた提案を推進し、事業
継続を支援（通年）

・ 中小企業によるサステナビリティ経営の実践を後押ししてい
くため、「サステナビリティ経営実践ガイド」を作成、サステ
ナビリティ経営の基本知識やポイントとあわせて、実践して
いる中小企業の具体的な事例や支援策をわかりやすくまとめ、
無料で提供（令和 6 年 2 月）

・ 経営者による健康経営宣言の社内共有、企業の「健康診断の
受診促進の支援」、経営者・従業員個々の「生活習慣病等の発
症リスク分析」、継続的な健康増進の取組みを促す「健康促進
ソリューション」「インセンティブ」の提供等、健康経営に
必要な PDCA サイクルの実践を一貫してサポートする「KSP

（KENCO SUPPORT PROGRAM）」の提供を通じ、中小企業
における健康経営の実践を支援（通年）

・ また、当社独自の表彰制度「DAIDO KENCO AWARD」を
創設し、取組みが顕著な 75 社を表彰（令和 5 年 3 月）、表彰
企業の取組内容を当社特設サイトに公表（令和 5 年 6 月）

・ SDGs への取組みに関心のある中小企業と、それを実現する
技術やサービスを持つ企業とをつなげ、サステナビリティ経
営実践の第一歩を後押しする「サステナビリティ経営支援プ
ログラム」を展開（通年）

・ 神戸大学経済経営研究所と「中小企業のサステナビリティ経
営」をテーマに共同研究を実施し、研究報告書の公表ととも
にシンポジウムを開催（令和 5 年 3 月）

成果  
全国の中小企業経営者を対象に「景況感」や「経営課題」等の 

「生の声」を集め、レポートにまとめお届けする当社独自の中小
企業経営者アンケート「大同生命サーベイ」の令和 5 年 10 月
度調査では、サステナビリティ経営の認知度は令和 3 年と比べ
＋ 27pt と着実に上昇するとともに、約 3 割の中小企業がサス
テナビリティ経営を実践するに至っており、各種取組みを通じ中
小企業のサステナビリティ経営の認知・実践に貢献しています。

担当者の思い
大企業に比べると、中小企業はサステナ
ビリティ経営に関する情報が不足しがち
ですが、当社が積極的に情報を提供する
ことで徐々に浸透しているように感じて
います。
 〈松山支社　コンダクトマネージャー　谷殿 精一〉
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サステナブル投融資の潮流

の中で、融資が不利に

顧客・取引先や投資家等から

の信用・支持を失う

燃料費・電気代高騰の影響
を受けやすくなる

他のサステナブルな企業に

劣後し、顧客・取引先が減る

社会の変化に応じた事業成
長の機会を逃す

人材が流出し、人手不足が
深刻化する

金融機関からサステナブルな企業・事業を対象に
した融資メニューや金利優遇を提示されるなど、
資金調達の幅が広がる

サステナビリティ経営に取り組むメ
リットと、取り組まないことによって
生じうるリスクは、コインの裏表と
なっています。例えば、サステナビリ
ティの取組みが評価されればビジネ
スチャンスとなりうる一方で、取り組
まなければ顧客や取引先からの信用
を失うリスクがあります。

右記のメリット/リスクを見ながら、自
社の現状と照らし合わせて、サステナ
ビリティ経営を通じてどのような状
態を目指したいか考えてみましょう。 

サステナビリティ経営の

メリットを知る

サステナビリティ経営に本格的に取り組んでいる中小企業
はまだ一部ですが、取り組むことで様々な効果・メリットを期
待できます。特に、人手不足や燃料費高騰などの課題を抱え
る多くの中小企業にとって、課題を解決して企業価値を向上
させるチャンスともいえます。

サステナビリティへの配慮による他社との差別化や、社会の
ニーズに応じた新商品の開発など、“攻め”の姿勢を意識して
みましょう。

サステナビリティ経営の実践ステップ2

将来を見据えて環境・社会課題解決に取り組む会
社として、顧客・取引先からの信用・支持の獲得に
つながる

省エネルギー・節水設備の活用・ペーパーレス化な
ど環境配慮の取組みを継続することで、販管費が
削減される

サステナビリティを掲げる中小企業はまだ少なく、消
費者や大手企業から選ばれる1つの機会・武器となる

社会課題解決の市場規模は1,200兆円ともいわれ
ており、ニーズを発掘して新たな市場・ビジネスを
生み出す機会になる

社会課題解決に関心がある人材や若手人材の獲得、
従業員の意欲向上・離職率低下が期待できる

取り組めば
事業継続・成長につながる

メリット リスク

取り組まなければ
事業継続上のリスクにつながる

中
長
期

自治体のSDGs宣言・登録・認証制度に参加して、
自社をPRできる

国や自治体の補助金を活用できる

短
期

COLUMN

サステナビリティ経営に取り組むことで
得られた効果・メリット

他社との差別化

従業員の意識・
主体性の醸成

コストの抑制 52%

なんらかの
メリットを
感じている
企業が

割約9

29%

27%

人材の獲得・維持 18%

サステナビリティ経営に取り組む企業の約9割がなんらかのメ
リットを感じている結果となりました。

新規顧客の
開拓・関係強化 17%

環境意識の高い
消費者層の取込み 11%

資金調達が有利に 10%

得られた効果・
メリットはない、
期待していない

9%

気候変動リスクの
回避 8%

アドバイス!

STEP

このステップでは、「自社と関係があ

るか分からない」という企業に向け

て、中小企業でもサステナビリティ経

営に取り組むことで得られるメリット

を紹介します。

新規顧客の開拓・関係強化

コストの抑制

他社との差別化

新たなビジネスの創出

人材の獲得・維持

資金調達が有利に

メリットを読みながら
チェック印を
つけてみましょう

得たいメリットを
チェック！

<回答対象者:すでにサステナビリティ経営に取り組んでいる企業(N=1,599)>
大同生命サーベイ(2023年10月実施)より
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中小企業向け

・この資料は、2024 年 2 月現在の内容に基づいて記載しており、将来変更となることがあります。
・各サービスの詳細・利用方法は、大同生命担当者までお問い合わせください。
・各サービスは提携先を通じて提供します。

当ガイドブックの内容、テキスト、イラスト等の無断転載はご遠慮ください。

サステナビリティ推進計画の全体像

KSP（KENCO SUPPORT PROGRAM）
トップ画面

サステナビリティ経営実践ガイド




